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問 い 合 わ せ 先 

 骨盤骨折患者の造影剤血管外漏出像の検出に関する研究のお知らせ 

帝京大学医学部では以下の研究を行います。 

本研究は、倫理委員会の審査を受け承認された後に、関連の研究倫理指針に従って実施されるものです。 

研究期間： 2023 年 12 月 13 日   ～   2026 年 12 月 31 日 

 

〔研究課題〕 骨盤骨折患者における造影剤血管外漏出像の検出に対する subtraction CT の診断能に関する

検討 

〔研究目的〕 骨盤骨折は非常に重症な外傷（怪我）であり、大量出血から命にかかわることがあります。治療

としてはカテーテルを用いて血管を塞栓する止血術（経カテーテル的動脈塞栓術）が有効であることが知られ

ています。この経カテーテル的動脈塞栓術を行う基準として、造影剤を用いた CT 検査での造影剤の血管外漏

出像（血管内に投与した造影剤が破綻した血管から漏出する所見）の存在が挙げられます。しかし、一刻を争

う重症骨盤骨折の臨床現場において、この造影剤血管外漏出像を正確かつ迅速に診断することは難しく、重

要な課題です。我々は、サブトラクションという 2 つの画像を引き算して新たな画像を作成する画像再構成技術

を利用し、この造影剤血管外漏出像を正確かつ迅速に診断できないかと考えました。本研究の目的は


